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自
然
環
境
を
大
切
に
す
る
ま
ち

第
２
次
安
曇
野
市
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

市
の
環
境
の
動
向

平
成
20
年
に
安
曇
野
市
環
境
基
本
計

画
を
策
定
し
て
か
ら
10
年
が
経
ち
、
そ

の
間
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
や
、
持

続
可
能
な
社
会
の
推
進
、
地
球
温
暖
化

対
策
に
世
界
的
に
取
り
組
む
パ
リ
協
定

の
発
効
な
ど
、
社
会
情
勢
は
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
に
市
が
２
５
０
０
人
の

市
民
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、
10
年
前
と
比
較
し
て
、
環
境

に
対
す
る
満
足
度
が
向
上
し
た
と
い
う

回
答
が
得
ら
れ
る
一
方
で
、
湧
水
・
地

下
水
な
ど
の
水
環
境
の
保
全
や
外
来
生

物
・
有
害
鳥
獣
へ
の
対
応
が
行
政
に
期

待
す
る
施
策
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
豊

か
な
環
境
を
次
代
に
つ
な
ぐ
た
め
、「
第

2
次
安
曇
野
市
環
境
基
本
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

環
境
基
本
計
画
っ
て
？

市
の
環
境
に
関
す
る
最
も
基
本
的
な

計
画
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
市
の
最

上
位
計
画
で
あ
る
第
2
次
安
曇
野
市
総

合
計
画
を
環
境
面
か
ら
推
進
す
る
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。（
上
図
参
照
）

計
画
の
体
系

市
総
合
計
画
が
掲
げ
る
基
本
目
標
の

ひ
と
つ
「
自
然
環
境
を
大
切
に
す
る
ま

ち
」
実
現
の
た
め
、
4
つ
の
基
本
目
標

に
15
の
個
別
目
標
と
47
の
主
要
施
策
を

掲
げ
推
進
し
て
い
ま
す
。（
左
上
体
系

図
参
照
）

具
体
的
な
取
り
組
み
は
？

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
外

来
生
物
の
分
布
状
況
の
把
握
・
悪
影
響

の
普
及
啓
発
、
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
種
や
シ

ン
ボ
ル
種
な
ど
動
植
物
の
保
護
活
動
の

推
進
や
、
管
理
不
十
分
な
空
き
家
へ
の

指
導
、地
球
温
暖
化
の
取
り
組
み
の『
見

え
る
化
』
の
促
進
な
ど
、
環
境
保
全
と

創
造
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

よ
り
良
い
安
曇
野
の
環
境
を
つ
く

る
た
め
に
は
、
市
民
・
事
業
者
・
滞
在

者
そ
れ
ぞ
れ
が
積
極
的
に
環
境
活
動
に

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
▽
動
植

物
の
違
法
採
取
や
採
集
を
し
な
い
▽
農

薬
・
除
草
剤
、
化
学
肥
料
を
減
ら
す
▽

節
水
を
心
掛
け
る
▽
許
可
さ
れ
て
い
な

い
野
焼
き
は
行
わ
な
い
▽
き
ち
ん
と
資

源
物
の
分
別
を
す
る
な
ど
、
一
人
ひ
と

り
が
環
境
を
守
る
た
め
に
身
近
で
で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
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境
課
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政
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安曇野市地球温暖化
対策実行計画
（区域施策編）

安曇野市地球温暖化
防止実行計画
（事務事業編）

安曇野市
一般廃棄物処理
基本計画

安曇野市
里山再生計画

環境基本計画の位置づけ

第２次安曇野市環境基本計画

計画の詳細は
環 境 課（ ２ 階 5 窓
口）、各図書館また
は市ホームページで
ご覧いただけます


